
▲新義友会長（前列中央）と職員の皆さん

肉汁うどん

菖蒲苑と八国山

　私達のふるさと東村山は江戸時代から「麦切り」と呼ばれてきた伝統的な「う
どん」をはじめ、最近ではご当地グルメとして知られている「東村山黒焼きそば」
など地域が誇れる食で溢れています。この食の一つひとつを厳選して地域ブラン
ドに認定し、「食べ歩きマップ」などで産業観光資源としても広く紹介しています。
　現在31品目を認定し、地域食などの付加価値をさらに高めることで、消費喚
起と共に地域活性化を図ろうというものです。ブランド名は〝里に八国”。東村
山の象徴として市民の憩いの場として昔から親しまれ、アニメ「となりのトトロ」
の舞台として知られている「八国山」から名付けました。東村山ならではの個
性溢れる食の数々、美味しさとこだわりの味を是非ご賞味ください。

東村山こころの味！
地域ブランド「里に八国」

▼菖蒲まつりキャラクター
   「しょうちゃん」

▲「里に八国」ロゴマーク

商工会は
行き
ます

聞き
ます

提案
します

● 5議案全てを拍手で承認
　 村越政雄会長が
　 「会員のために一生懸命やっていきたい」と新たな決意
　 第５２回通常総会を開く

● 国から経営革新等支援機関の認定を受けました
● 「多摩フェスティバル」を開催
● 当連合会など都内の中小企業関係６団体が中小企業決起大会を開く
● 東京都商工会青年部連合会が第４６回通常総会を開く
● 東京都商工会女性部連合会が第３１回通常総会を開く
● 「私と商工会」
● 多摩・島しょ地域のイベント大特集Ｐａｒｔ５１（８月～９月）
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▲拍手で全議案を承認 した第５２回通常総会

▲主催者挨拶をする
　村越政雄会長

▲来賓挨拶をする
　河内豊東京都産業
　労働局商工部長

算
・
貸
借
対
照
表
並
び
に
剰
余
金
処
分
計

算
④
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補

助
金
特
別
会
計
収
支
決
算
・
貸
借
対
照
表

⑤
役
員
の
補
欠
選
任
の
五
議
案
で
す
。

　

役
員
の
補
欠
選
任
で
は
五
月
十
一
日
の
総

会
で
新
会
長
に
選
ば
れ
た
太
田
泰
之
東
京

議
　
事

都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
の
理
事
就

任
を
承
認
し
ま
し
た
（
５
面
参
照
）。

　

総
会
で
は
栗
山
昇
副
会
長（
狛
江
市
商
工

会
会
長
）が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
議
長
に
は

込
山
雄
茂
理
事（
国
分
寺
市
商
工
会
会
長
）

を
選
び
、
議
案
の
審
議
を
進
行
し
ま
し
た
。

佐
藤
文
典
副
会
長（
三
鷹
商
工
会
会
長
）が

閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
官
界
、
経
済
界

か
ら
大
勢
の
来
賓
の
出
席
を
得
ま
し
た
。

　
「
商
工
会
も
会
員
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
い
ま
。
そ
う
い

う
目
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

冒
頭
の
村
越
会
長
の
挨
拶
の
後
、
別
掲
の
皆

様
の
表
彰
を
行
い
、
関
根
恵
子
関
東
経
済

産
業
局
経
営
支
援
課
長
、
河
内
豊
東
京
都

商
工
部
長
、
村
越
会
長
ら
が
代
表
者
に
表

彰
状
や
目
録
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
河
内
東

京
都
商
工
部
長
は「
商
工
会
連
合
会
、
商

工
会
に
は
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
の
中
小
企

業
の
経
営
安
定
化
の
た
め
に
様
々
な
推
進

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

鶴
田
和
男
副
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取

り
、一
時
間
に
亘
っ
て
懇
談
、
閉
会
の
辞
は

田
中
宏
監
事
が
述
べ
ま
し
た
。

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

　
▼
優
良
青
年
部
＝
西
東
京
青
年
部
▼
青
年
部
功
労
者

＝
大
島
町
青
年
部
副
部
長
千
葉
文
幸
▼
女
性
部
功
労
者

＝
小
平
女
性
部
長
中
野
と
し
子

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】

　
▼
役
員
功
労
者
＝
清
瀬
会
長
田
中
宏
、東
久
留
米
市

会
長
則
竹
浩
二
、日
の
出
町
会
長
清
水
秀
明
、狛
江
市

副
会
長
沼
倉
松
吉
、武
蔵
村
山
市
副
会
長
田
中
伸
彦
、

稲
城
市
副
会
長
池
口
雅
之
、日
の
出
町
副
会
長
橋
本
力

太
郎
、三
鷹
理
事
西
野
和
広
、日
野
市
理
事
川
島
隆
、

日
野
市
理
事
大
塚
政
雄
、小
金
井
市
理
事
熊
谷
勉
、調

布
市
理
事
齋
藤一正
、東
久
留
米
市
理
事
大
谷
豊
、東
大

和
市
理
事
池
田
幸
廣
、瑞
穂
町
理
事
田
代
敏
、昭
島
市

理
事
寺
村
健
治
、昭
島
市
理
事
矢
野
敏
樹
、新
島
村
理

事
前
田
勝
、神
津
島
村
理
事
梅
田
功
夫
、神
津
島
村
理

事
石
野
田
美
代
子
、小
笠
原
村
理
事
山
田
和
子
、国
分

寺
市
監
事
井
口
榮一、小
金
井
市
監
事
亘
理
鐵
哉
、狛
江

市
監
事
絹
山
孝一、東
村
山
市
監
事
安
藤
榮
子
、武
蔵
村

山
市
監
事
佐
保
満
和
、羽
村
市
監
事
島
田
辰
夫

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】　

　
▼
役
員
功
労
者
＝
大
島
町
会
長
鶴
﨑
勝
彦
、三
鷹
副

会
長
佐
藤
晃
、三
鷹
副
会
長
榛
澤
正
夫
、国
分
寺
市
副

会
長
神
山
秀
雄
、日
野
市
副
会
長
中
澤
洋
、清
瀬
副
会

長
麦
倉
稔
、小
金
井
市
副
会
長
石
黒
秀
男
、小
金
井
市

副
会
長
清
水
勉
、西
東
京
副
会
長
大
河
内一紀
、大
島
町

副
会
長
岡
山
正
宏
、調
布
市
副
会
長
福
谷
範
雄
、東
村

山
市
副
会
長
増
田
敏
喜
、国
立
市
副
会
長
北
島
孝一、あ

き
る
野
副
会
長
鎌
田
庄
治
、あ
き
る
野
副
会
長
松
村
博

文
、東
大
和
市
副
会
長
小
嶋
哲
夫
、羽
村
市
副
会
長
島

田
哲一郎
、三
鷹
理
事
岡
本
己
知
男
、国
分
寺
市
理
事
髙

橋
順
、国
分
寺
市
理
事
田
中
久
男
、日
野
市
理
事
山
崎

功
、日
野
市
理
事
斎
藤
直
樹
、日
野
市
理
事
小
野
進
一、

日
野
市
理
事
石
崎
秀
男
、日
野
市
理
事
榎
田
光
仁
、清

瀬
理
事
小
糸
信
夫
、清
瀬
理
事
大
熊
貞
蔵
、清
瀬
理
事

髙
巢
稔
、小
平
理
事
中
野
と
し
子
、小
金
井
市
理
事
鴨

下
敏
明
、小
金
井
市
理
事
鴨
下
孝
之
、西
東
京
理
事
平

山
喜
弘
、西
東
京
理
事
本
橋
栄
吉
、西
東
京
理
事
豊
山一

男
、西
東
京
理
事
石
井
重
夫
、西
東
京
理
事
栗
原
貞
夫
、

を開く
通常総会
第52回　

当
連
合
会
は
五
月
二
十
九
日
、立
川
市
内
の
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
四
年
度
事
業
、

決
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
五
十
二
回
通
常
総
会
を
開
き
、五
議
案
を
上
程
、拍
手
で
全
議
案
の
承
認

を
得
ま
し
た
。
総
会
で
村
越
政
雄
会
長
は「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
経
済
が
必
ず
良
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
心
に
秘
め
な
が
ら
各
商
工
会
の
場
で
会
員
の
た
め
に一生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
」と
就
任
二
年
目

に
取
り
組
む
新
た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、総
会
後
の
懇
親
会
に
は
関
根
恵
子
関
東
経
済
産

業
局
産
業
部
経
営
支
援
課
長
、河
内
豊
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
長（
中
西
充
産
業
労
働
局
長

の
代
理
）ら
官
界
、経
済
界
か
ら
多
数
の
来
賓
が
顔
を
揃
え
、杯
を
交
わ
し
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

５
議
案
全
て
を
拍
手
で
承
認
受
賞
者
の
皆
様

村
越
政
雄
会
長
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

と
新
た
な
決
意

　

上
程
し
た
の
は
平
成
二
十
四
年
度
の
①

事
業
報
告
・一
般
会
計
収
支
決
算
・
貸
借

対
照
表
並
び
に
財
産
目
録
②
東
京
都
商
工

会
等
職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特
別
会

計
収
支
決
算
・
貸
借
対
照
表
③
商
工
貯

蓄
共
済
事
業
・
同
事
業
特
別
会
計
損
益
計 「

会
員
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
」

「
会
員
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
」

西
東
京
理
事
甲
谷
外
交
、狛
江
市
理
事
長
谷
川
治
男
、

狛
江
市
理
事
髙
木
七
生
、調
布
市
理
事
加
藤
光
宏
、調

布
市
理
事
唐
沢
俊一、調
布
市
理
事
西
山
庄
治
、調
布
市

理
事
西
村
春
夫
、調
布
市
理
事
林
明
裕
、福
生
市
理
事

片
桐
扶
、福
生
市
理
事
渡
辺
浩
行
、福
生
市
理
事
清
水

研
司
、福
生
市
理
事
山
崎
和
正
、福
生
市
理
事
柘
植
守
、

東
久
留
米
市
理
事
岩
﨑
友
子
、東
村
山
市
理
事
中
村
一

彦
、東
村
山
市
理
事
木
村
雅
亮
、東
村
山
市
理
事
和
田

惠
子
、東
村
山
市
理
事
増
田
康
人
、国
立
市
理
事
太
田

明
利
、国
立
市
理
事
安
孫
子
祐
、国
立
市
理
事
本
多
鋼

治
、国
立
市
理
事
石
塚
陽
一、あ
き
る
野
理
事
近
藤
栄

嗣
、あ
き
る
野
理
事
石
井
洋一、あ
き
る
野
理
事
田
邊
厚

雄
、あ
き
る
野
理
事
平
野
寿
一、東
大
和
市
理
事
高
橋

榮
、東
大
和
市
理
事
比
留
間
敏
男
、東
大
和
市
理
事
中

谷
要
、東
大
和
市
理
事
南
義一、東
大
和
市
理
事
田
中
ミ

ツ
ヨ
、武
蔵
村
山
市
理
事
栁
下
今
朝
雄
、武
蔵
村
山
市
理

事
内
野
雅
晴
、武
蔵
村
山
市
理
事
木
場
陽
介
、武
蔵
村

山
市
理
事
河
井
康
弘
、武
蔵
村
山
市
理
事
坂
元
美
敏
、

八
丈
町
理
事
赤
松
都
、稲
城
市
理
事
遠
藤
誠
、稲
城
市

理
事
浅
子
功
夫
、稲
城
市
理
事
川
秀
武
、稲
城
市
理
事

伊
原
勇
、羽
村
市
理
事
下
田
壮
、羽
村
市
理
事
塩
田
篤
、

羽
村
市
理
事
高
橋
武
治
、羽
村
市
理
事
竹
内
弘
明
、三

宅
村
理
事
石
井
節
美
、三
宅
村
理
事
木
村
吉
行
、三
宅

村
理
事
飯
沼
義
仁
、瑞
穂
町
理
事
榎
本
清
、瑞
穂
町
理

事
岡
本
日
吉
、瑞
穂
町
理
事
東
田
英
昭
、昭
島
市
理
事

長
瀨
広
紀
、昭
島
市
理
事
中
村
暢
克
、昭
島
市
理
事
美

濃
和
進
、昭
島
市
理
事
村
野
文
昭
、昭
島
市
理
事
渡
辺

実
、新
島
村
理
事
宮
原
淳
、新
島
村
理
事
釜
博
司
、新
島

村
理
事
藤
井
勝
太
郎
、神
津
島
村
理
事
石
田
史
夫
、神

津
島
村
理
事
土
谷
務
、神
津
島
村
理
事
中
村
昌
司
、日

の
出
町
理
事
野
口
芳
男
、清
瀬
監
事
阿
久
津
た
か
子
、

小
平
監
事
古
泉
嘉
嗣
、西
東
京
監
事
野
島
正
弘
、福
生

市
監
事
加
藤
眞
司
、三
宅
村
監
事
加
藤
正
興
、瑞
穂
町

監
事
瀧
澤
千
代
子

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工
会
表
彰
】

　
新
島
村
、羽
村
市
、あ
き
る
野

【
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商

工
会
表
彰
】

　
新
島
村

（
敬
称
略
、地
名
の
み
は
商
工
会
名
）
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【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

　
▼
優
良
青
年
部
＝
西
東
京
青
年
部
▼
青
年
部
功
労
者

＝
大
島
町
青
年
部
副
部
長
千
葉
文
幸
▼
女
性
部
功
労
者

＝
小
平
女
性
部
長
中
野
と
し
子

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】

　
▼
役
員
功
労
者
＝
清
瀬
会
長
田
中
宏
、東
久
留
米
市

会
長
則
竹
浩
二
、日
の
出
町
会
長
清
水
秀
明
、狛
江
市

副
会
長
沼
倉
松
吉
、武
蔵
村
山
市
副
会
長
田
中
伸
彦
、

稲
城
市
副
会
長
池
口
雅
之
、日
の
出
町
副
会
長
橋
本
力

太
郎
、三
鷹
理
事
西
野
和
広
、日
野
市
理
事
川
島
隆
、

日
野
市
理
事
大
塚
政
雄
、小
金
井
市
理
事
熊
谷
勉
、調

布
市
理
事
齋
藤一正
、東
久
留
米
市
理
事
大
谷
豊
、東
大

和
市
理
事
池
田
幸
廣
、瑞
穂
町
理
事
田
代
敏
、昭
島
市

理
事
寺
村
健
治
、昭
島
市
理
事
矢
野
敏
樹
、新
島
村
理

事
前
田
勝
、神
津
島
村
理
事
梅
田
功
夫
、神
津
島
村
理

事
石
野
田
美
代
子
、小
笠
原
村
理
事
山
田
和
子
、国
分

寺
市
監
事
井
口
榮一、小
金
井
市
監
事
亘
理
鐵
哉
、狛
江

市
監
事
絹
山
孝一、東
村
山
市
監
事
安
藤
榮
子
、武
蔵
村

山
市
監
事
佐
保
満
和
、羽
村
市
監
事
島
田
辰
夫

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】　

　
▼
役
員
功
労
者
＝
大
島
町
会
長
鶴
﨑
勝
彦
、三
鷹
副

会
長
佐
藤
晃
、三
鷹
副
会
長
榛
澤
正
夫
、国
分
寺
市
副

会
長
神
山
秀
雄
、日
野
市
副
会
長
中
澤
洋
、清
瀬
副
会

長
麦
倉
稔
、小
金
井
市
副
会
長
石
黒
秀
男
、小
金
井
市

副
会
長
清
水
勉
、西
東
京
副
会
長
大
河
内一紀
、大
島
町

副
会
長
岡
山
正
宏
、調
布
市
副
会
長
福
谷
範
雄
、東
村

山
市
副
会
長
増
田
敏
喜
、国
立
市
副
会
長
北
島
孝一、あ

き
る
野
副
会
長
鎌
田
庄
治
、あ
き
る
野
副
会
長
松
村
博

文
、東
大
和
市
副
会
長
小
嶋
哲
夫
、羽
村
市
副
会
長
島

田
哲一郎
、三
鷹
理
事
岡
本
己
知
男
、国
分
寺
市
理
事
髙

橋
順
、国
分
寺
市
理
事
田
中
久
男
、日
野
市
理
事
山
崎

功
、日
野
市
理
事
斎
藤
直
樹
、日
野
市
理
事
小
野
進
一、

日
野
市
理
事
石
崎
秀
男
、日
野
市
理
事
榎
田
光
仁
、清

瀬
理
事
小
糸
信
夫
、清
瀬
理
事
大
熊
貞
蔵
、清
瀬
理
事

髙
巢
稔
、小
平
理
事
中
野
と
し
子
、小
金
井
市
理
事
鴨

下
敏
明
、小
金
井
市
理
事
鴨
下
孝
之
、西
東
京
理
事
平

山
喜
弘
、西
東
京
理
事
本
橋
栄
吉
、西
東
京
理
事
豊
山一

男
、西
東
京
理
事
石
井
重
夫
、西
東
京
理
事
栗
原
貞
夫
、

　

東
京
都
商
工
会
連
合
会
と
都
内
二
十

七
商
工
会
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二

十
六
日
付
で「
中
小
企
業
経
営
力
強
化

支
援
法
」に
基
づ
く
経
営
革
新
等
支
援

機
関
と
し
て
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
認
定
制
度
は
、
国
が
中
小
企
業
の

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
各
種
の
経
営
課

題
の
解
決
を
図
る
う
え
で
、
中
小
企
業
の

支
援
の
担
い
手
の
多
様
化
と
活
性
化
を

図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
当
連
合
会
や
都
内
の
商

工
会
で
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
皆

様
の
身
近
な
地
域
の
経
営
支
援
機
関
と

し
て
、
経
営
相
談
や
金
融
相
談
、
専
門

性
の
高
い
経
営
計
画
の
策
定
や
事
業
継

承
、
海
外
展
開
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る

支
援
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
経
験
豊
富
な
専
門
家
と
共
に
他
の
認

定
支
援
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

専
門
的
な
課
題
解
決
の
支
援
を
積
極

的
に
行
って
参
り
ま
す
。

経
営
革
新
等
支
援
機
関
の

国
か
ら

を
受
け
ま
し
た【

経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
は
】

　

中
小
企
業
が
安
心
し
て
経
営
相
談

等
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
専
門
的
知
識

や
実
務
経
験
が一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
者
に

対
し
、
国
が
認
定
す
る
こ
と
で
公
的
な

支
援
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
主
な
支
援
内
容
】

•

経
営
革
新
計
画
の
策
定
と
実
行
支
援

•

経
営
改
善
計
画
の
策
定
と
実
行
支
援

•

事
業
継
承
に
関
す
る
相
談
と
助
言
支
援

•

販
路
開
拓
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す

る
相
談
と
助
言
支
援

•

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）に
関
す
る

相
談
と
助
言
支
援
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
近
く
の
商
工
会
及
び
東
京
都
商
工

会
連
合
会 

地
域
振
興
課

　

東
京
都
昭
島
市
東
町
３-

６-

１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
４
２（
５
０
０
）３
８
８
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
４
２（
５
０
０
）１
４
２
１

　
平
成
二
十
五
年
度
は
、多
摩
東
京
移
管
百

二
十
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、「
ス
ポ
ー
ツ

祭
東
京
２
０
１
３
」が
開
催
さ
れ
る
な
ど
多
摩

に
と
っ
て
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
東
京
都
で

は
、多
摩
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一環
と

し
て
、
八
月
二
十
四
日（
土
）、二
十
五
日

（
日
）に
国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化

ゾ
ー
ン（
J
R
中
央
線
立
川
駅
北
口
よ
り
徒
歩

十
分
、多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
立
川
北
駅
よ
り
徒
歩

八
分
）で「
多
摩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
開
催
日
は
、２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
決
定
二
週
間
前
、ス
ポ
ー

ツ
祭
東
京
２
０
１
３
開
会
式
の
約一カ
月
前
に

あ
た
り
ま
す
。

　
東
京
都
商
工
会
連
合
会
で
は
、同
イ
ベ
ン
ト

の
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
多
摩
地
区
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
、

島
し
ょ
地
区
商
工
会
と
連
携
し
、地
域
の
特

産
・
特
長
等
を
生
か
し
た
グ
ル
メ
の
出
店
を
希

望
す
る
事
業
所
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、他
に
も
物
販
、ス
ポ
ー

ツ
、観
光
、ア
ニ
メ
、産
業
・
歴
史
・
文
化
な

ど
の
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
、メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
も
有
名
人
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
企
画
が
展
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
、当
日
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、多
く

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
く
、皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
を
担
当

「
多
摩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

当
連
合
会
と
都
内
27
商
工
会

認
定

当
連
合
会が

西
東
京
理
事
甲
谷
外
交
、狛
江
市
理
事
長
谷
川
治
男
、

狛
江
市
理
事
髙
木
七
生
、調
布
市
理
事
加
藤
光
宏
、調

布
市
理
事
唐
沢
俊一、調
布
市
理
事
西
山
庄
治
、調
布
市

理
事
西
村
春
夫
、調
布
市
理
事
林
明
裕
、福
生
市
理
事

片
桐
扶
、福
生
市
理
事
渡
辺
浩
行
、福
生
市
理
事
清
水

研
司
、福
生
市
理
事
山
崎
和
正
、福
生
市
理
事
柘
植
守
、

東
久
留
米
市
理
事
岩
﨑
友
子
、東
村
山
市
理
事
中
村
一

彦
、東
村
山
市
理
事
木
村
雅
亮
、東
村
山
市
理
事
和
田

惠
子
、東
村
山
市
理
事
増
田
康
人
、国
立
市
理
事
太
田

明
利
、国
立
市
理
事
安
孫
子
祐
、国
立
市
理
事
本
多
鋼

治
、国
立
市
理
事
石
塚
陽
一、あ
き
る
野
理
事
近
藤
栄

嗣
、あ
き
る
野
理
事
石
井
洋一、あ
き
る
野
理
事
田
邊
厚

雄
、あ
き
る
野
理
事
平
野
寿
一、東
大
和
市
理
事
高
橋

榮
、東
大
和
市
理
事
比
留
間
敏
男
、東
大
和
市
理
事
中

谷
要
、東
大
和
市
理
事
南
義一、東
大
和
市
理
事
田
中
ミ

ツ
ヨ
、武
蔵
村
山
市
理
事
栁
下
今
朝
雄
、武
蔵
村
山
市
理

事
内
野
雅
晴
、武
蔵
村
山
市
理
事
木
場
陽
介
、武
蔵
村

山
市
理
事
河
井
康
弘
、武
蔵
村
山
市
理
事
坂
元
美
敏
、

八
丈
町
理
事
赤
松
都
、稲
城
市
理
事
遠
藤
誠
、稲
城
市

理
事
浅
子
功
夫
、稲
城
市
理
事
川
秀
武
、稲
城
市
理
事

伊
原
勇
、羽
村
市
理
事
下
田
壮
、羽
村
市
理
事
塩
田
篤
、

羽
村
市
理
事
高
橋
武
治
、羽
村
市
理
事
竹
内
弘
明
、三

宅
村
理
事
石
井
節
美
、三
宅
村
理
事
木
村
吉
行
、三
宅

村
理
事
飯
沼
義
仁
、瑞
穂
町
理
事
榎
本
清
、瑞
穂
町
理

事
岡
本
日
吉
、瑞
穂
町
理
事
東
田
英
昭
、昭
島
市
理
事

長
瀨
広
紀
、昭
島
市
理
事
中
村
暢
克
、昭
島
市
理
事
美

濃
和
進
、昭
島
市
理
事
村
野
文
昭
、昭
島
市
理
事
渡
辺

実
、新
島
村
理
事
宮
原
淳
、新
島
村
理
事
釜
博
司
、新
島

村
理
事
藤
井
勝
太
郎
、神
津
島
村
理
事
石
田
史
夫
、神

津
島
村
理
事
土
谷
務
、神
津
島
村
理
事
中
村
昌
司
、日

の
出
町
理
事
野
口
芳
男
、清
瀬
監
事
阿
久
津
た
か
子
、

小
平
監
事
古
泉
嘉
嗣
、西
東
京
監
事
野
島
正
弘
、福
生

市
監
事
加
藤
眞
司
、三
宅
村
監
事
加
藤
正
興
、瑞
穂
町

監
事
瀧
澤
千
代
子

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工
会
表
彰
】

　
新
島
村
、羽
村
市
、あ
き
る
野

【
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商

工
会
表
彰
】

　
新
島
村

（
敬
称
略
、地
名
の
み
は
商
工
会
名
）
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「
取
り
戻
せ
日
本
の
活
力
！
」

当
連
合
会
な
ど
都
内
の
中
小
企
業
関
係
６
団
体
が
中
小
企
業
決
起
大
会
を
開
く

村
越
政
雄
会
長
が

意
見
発
表

　「第2回多摩げた食の祭典・大多摩Ｂ級グル
メ」が5月25、26の両日、あきる野市の東京
サマーランドファミリーパーク駐車場で開かれ、
2日間で3万人という人が会場を訪れ、グルメ
に舌鼓を打ち、「食べる」を中心に「知る」、「楽
しむ」をコンセプトにした同祭典を楽しみました。
　「多摩げた食の祭典・大多摩Ｂ級グルメ実行
委員会」が主催した同祭典には、多摩地域の
人々に伊豆・小笠原諸島の特産品を知っても
らおうと当連合会が出店、クサヤ、明日葉、椿
油、蜂蜜、カレーなどの特産品を紹介、販売を
しました。また、同展には東京都商工会女性部
連合会も出店、あきる野、国分寺市、日野市、
東大和市など10の商工会女性部がそれぞれ
自慢の特産品の販売に力を入れました。

1わが国が早急に取り組むべき対策
① 震災復興と福島再生の加速化を
② 中小企業政策を柱とした成長戦略の具体化と実行を
③ 安価で安定的なエネルギー供給の実現を
④ 社会保障制度改革の議論に明確かつ早急な道筋を
⑤ 徹底した消費税の価格転嫁対策の実行と、複数
税率・インボイスの導入には絶対に反対

⑥ 経済連携協定の一層の推進を
2中小企業の活力強化に資する支援
① 中小企業対策予算の大幅な拡充を
② 中小企業の成長を後押しする支援の充実・強化を
③ 創業支援の強化による開廃業率の逆転を
④ 中小企業の円滑な事業再生・承継の実現を
3地域の活力向上に資する支援
① 首都・東京の防災力・国際競争力向上を
② 商店街・中小商業の活力向上に資する支援を
③ 観光振興の強力な推進を

13
項
目
を
決
議

村越政雄会長らが決議を直ちに
秋山都副知事に

３万人が来場

あらゆる災害から自社を守るために！

・BCP（事業継続計画）の考え方と作成に向けて
・平常時に準備しておくこと
・災害発生時に対応すること
・BCP導入企業の策定事例紹介（利用者の声）

東京都商工会連合会
東京都昭島市東町3-6-1 
産業サポートスクエア･TAMA
TEL:042-500-3885　
FAX:042-500-1421
三鷹市、立川商工会議所

当連合会、都女連も出店当連合会、都女連も出店

「取り戻せ日本の活力！中小企業決起大会」

▲決議を秋山副知事（一番右手）に手渡す

▼「食の祭典」の当連合会出店コーナー

▲6団体の決起大会（演壇に立つのは村越会長）

多摩げた食の祭典・
大多摩Ｂ級グルメ

第
２
回

三鷹商工会館  3階 会議室 中小企業診断士　田村　茂 氏
（田村コンサルティング事務所 代表）
中小企業診断士　武政　勉 氏

8月2日（金） 40名

50名

15：00-17：00

8月6日（火）
18：30-20：30

三鷹市下連雀3-37-15

アレアレア2  6階 アレアホール 同　上立川市柴崎町3-6-29

講　座 定　員日　時 場　所

東京都商工会連合会又は最寄りの商工会まで
お申し込みください。

　

中
小
企
業
関
係
四
団
体
は
中
小
企
業
決

起
大
会
後
、
直
ち
に
東
京
都
庁
に
秋
山
俊
行

副
知
事
を
訪
ね
、
大
会
の
決
議
に
つ
い
て
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。
副
知
事
を
訪
ね
た
の
は

村
越
政
雄
当
連
合
会
会
長
、石
井
卓
爾
東

京
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
大
村
功
作
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、
杉
本
英

臣
東
京
都
商
店
街
連
合
会
副
会
長
ら
で
す
。

　

陳
情
に
は
中
西
充
都
産
業
労
働
局
長
も

立
ち
会
い
ま
し
た
。

決
議

中小・小規模企業のためのBCP（事業継続計画）基礎セミナー！

陳情

拶
。
続
い
て
石
井
卓
爾
東
京
商
工
会
議
所

副
会
頭
、
村
越
政
雄
当
連
合
会
会
長
、
大

村
功
作
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
、
桑
島
俊
彦
東
京
都
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
理
事
長
の
四
人
が
次
々
と
演
壇
に

立
ち
、
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
番
目
に
登
壇
し
た
村
越
当
連
合
会
会

長
は
小
規
模
・
零
細
企
業
の
視
点
か
ら
景

気
対
策
の
効
果
、
多
摩
地
域
の
都
心
部
と

の
格
差
是
正
、
復
興
と
電
力
の
三
点
に
つ
い

て
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
四
人
の
意
見
表
明
の
後
、
大

会
決
議
を
行
い
、さ
ら
に
、「
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

招
致
」に
関
し
て
も
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
、東
京
商
工
会
議
所
、
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、東
京
都
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
な
ど
都
内
の
中
小
企
業

関
係
六
団
体
は
四
月
二
十
五
日
、東
京
・
丸

の
内
の
東
京
商
工
会
議
所
国
際
会
議
場
で

六
百
名
の
中
小
企
業
の
代
表
が
集
ま
っ
て

「
取
り
戻
せ
日
本
の
活
力
！
中
小
企
業
決
起

大
会
」を
開
き
、別
掲
の
十
三
項
目
の
決
議

を
行
い
ま
し
た
。同
大
会
は
六
団
体
が
一
致

団
結
、国
会
や
都
議
会
の
先
生
方
に
中
小
企

業
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
経
営
環
境
の
現

状
や
課
題
を
訴
え
、今
後
の
中
小
企
業
政

策
に
反
映
さ
せ
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

　

大
会
で
は
主
催
団
体
を
代
表
し
て
東
京

商
工
会
議
所
の
岡
村
正
会
頭
が
主
催
者
挨

内 容 主 催

後 援申込先

参加費無料
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仕事と生活の両立を図るため、在宅勤務、モバイル勤務といった多様な
勤務形態の実現等、ワークライフバランスの推進にかかる経費を助成

社会保険労務士や中小企業診断士等の専門家を無料で派遣し、従業員の
ワークライフバランスの推進に向けた具体的な助言・提案を実施

中小企業等の経営者や人事労務担当者の皆様に、ワークライフバランスの
推進に役立つ知識を紹介

百
万
円

の
副
賞
を
授
与

募
集

を

「
発
明
大
賞
」6月20日～12月20日

1/2、100万円 ※助成限度額は毎年度あたり100万円、
　助成期間は最大2年度以内助成率・限度額

申請期間

日
本
発
明

振
興
協
会
な
ど

▶詳細は、http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/まで

▼
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.jsai.org

）を
参
照
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
同
協
会（
☎
０
３
・
３
４
６
４
・
６
９
９
１
）へ
。

詳
細
は

太
田
泰
之
副
部
長
を
選
任

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
第
46
回
通
常
総
会
を
開
く▲都青連の第４６回通常総会

の

　内装仕上げ、リフォームなどを
行う泰平堂（福生市福生１１１９）
の代表。親から16年前に事業を
継承した。「好きこそものの上手
なれ」をモットーにする。自身の
資質向上と可能性に挑戦すること
を目指して会長に立候補した。
　「部員の増強、各単会の活性
化に貢献していきたい」と抱負を
語る。また、「青年部員のみなさ
んと東京を盛り上げていきたい」
との意欲を示す。お囃子に加わ
り、お神輿を担ぐのが趣味だ。
家族で地方の祭にも見物に行く。
昭和51年生まれの37歳。

福
生
市
商
工
会

青
年
部
の

「
本
賞
」に
は

状
と
五
十
万
円
の
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

他
、「
発
明
功
労
賞
」（
七
件
）、「
考
案
功

労
賞
」（
十
件
）に
も
賞
状
、
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、「
発
明
奨
励
賞
」（
五
件
）

に
は
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
や
、
発
明
研
究
者
に
よ
る
優

秀
な
発
明
考
案
を
表
彰
す
る「
発
明
大
賞
」

の
募
集
が
七
月
一日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
日
本
発
明
振
興
協
会
と
日

刊
工
業
新
聞
社
の
主
催
で
す
。

　
「
発
明
大
賞
本
賞
」に
は
賞
状
の
ほ
か
に

百
万
円
の
副
賞
が
、「
同
東
京
都
知
事
賞
」、

「
同
日
本
発
明
振
興
協
会
会
長
賞
」、「
同

日
刊
工
業
新
聞
社
賞
」に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞

年
部
（
十
七
名
）、三
位
＝
羽
村
市
商
工
会

青
年
部
（
十
五
名
）、
特
別
賞
＝
小
平
商
工

会
青
年
部
（
十
一
名
）、
小
金
井
市
商
工
会

青
年
部
（
十
名
）

　

副
会
長
に
選
ば
れ
た
四
人
は
次
の
各
氏

で
す
（
カ
ッコ
は
所
属
商
工
会
で
す
）。

　
▽
篠
崎
史
俊
（
東
大
和
市
）▽
岸
六
也

（
東
村
山
市
）▽
榎
本
秀
一
郎
（
稲
城
市
）▽

雨
森
孝
夫
（
八
丈
町
）

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
五
月

十
一日
、
国
分
寺
駅
ビ
ル
の
国
分
寺
Ｌ
サ
ロ
ン

飛
鳥
で
第
四
十
六
回
通
常
総
会
を
開
き
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
っ
た
結

果
、
新
会
長
に
福
生
市
商
工
会
青
年
部
の

太
田
泰
之
副
部
長
を
選
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
二
年
、
副
会
長
に
は
別
掲
の
四
人
を
選

び
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
改
選
の
ほ
か
二
十
四
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
承
認
、二
十
五

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、二
十
五

年
度
会
費
の
額
及
び
払
込
方
法
の
三
議
案

に
つい
て
も
上
程
、
原
案
通
り
承
認
を
得
ま

し
た
。

　

新
会
長
に
選
ば
れ
た
太
田
氏
は
ス
ロ
ー
ガ

ン
に「
”Ｂｕｍｐ 

ｕｐ 

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
‼“ 

〜
無
限

の
可
能
性
に
挑
戦
‼
〜
」
を
掲
げ
る
と
と

も
に「
全
て
に
お
い
て
前
向
き
に
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
全
う
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
佐
藤
文
典
当
連
合
会
副
会

長
、
長
谷
川
登
同
専
務
理
事
、田
中
俊
典

顧
問
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年
同
友

会
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
部
員
増
強
単
会
表
彰
も
行
い

ま
し
た
。
表
彰
は
次
の
通
り
で
す
。

　
一
位
＝
国
立
市
商
工
会
青
年
部
（
増
加

数
二
十
二
名
）、二
位
＝
福
生
市
商
工
会
青

東京都では、仕事と育児・介護等家庭生活との両立（ワークライフバラ
ンス）の推進に取り組む中小企業の事業主の皆様を応援するため、新
たに東京都中小企業ワークライフバランス実践支援事業を開始します。

東京都
中小企業ワークライフバランス
実践支援事業を開始します

派遣回数
申請期間

1社5回まで
5月17日～12月20日

ワークライフバランス推進助成金1

2

3

ワークライフバランス推進専門家派遣

ワークライフバランス研修会

新
会長に

太
田
泰
之
新
会
長

横
顔
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東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
五
月

十
日
、
立
川
市
の
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

第
三
十
一回
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十

五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
な
ど

三
議
案
を
上
程
、三
議
案
と
も
満
場
一致
で

承
認
を
得
ま
し
た
。
総
会
は
二
十
三
商
工

会
か
ら
百
十
三
名
の
会
員
が
出
席
す
る
と

と
も
に
、
来
賓
に
村
越
政
雄
当
連
合
会
会

長
、
長
谷
川
登
同
専
務
理
事
、
信
山
重
広

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
（
当

時
）、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年
同
友

会
会
長
ら
を
迎
え
て
開
き
ま
し
た
。

　
二
十
五
年
度
は
組
織
の
拡
充
強
化
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
事
業
の
積
極
的
推

進
、
資
質
向
上
、
東
日
本
大
震
災
被
害
者
へ

の
復
興
支
援
な
ど
全
部
で
十
三
の
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
予
算
額
は
九
百
九
十
八

万
円
で
す
。

　
主
催
者
挨
拶
を
し
た
廣
瀬
可
世
子
会
長

は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
と
し
て

行
っ
た「
五
百
円
募
金
」の
経
過
な
ど
を
報

告
し
た
後
、「
皆
様
の
ご
協
力
な
し
で
は
女

性
部
連
合
会
の
運
営
は
し
て
い
け
ま
せ
ん
」

と
運
営
への
協
力
を
改
め
て
求
め
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
を
し
た
村
越
当
連
合
会
会
長

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
取
り
上
げ
、
小
規
模
事

女
性
部
連
合
会
が

25
年
度
は
組
織
の
拡
充
強
化
な
ど
13
の
事
業
を
推
進

業
に
恩
恵
が
及
ぶ
に
は
時
間
が
掛
か
る
こ

と
、
女
性
の
力
を
生
か
す
プ
ラ
ン
が
経
済
再

生
計
画
の
柱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
景
気
が

良
く
な
る
と
創
業
が
増
え
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
、
そ
の
上
で「
街
に
早
く
創
業
者

が
溶
け
込
ん
で
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る

よ
う
受
け
皿
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開
き
、一時
間
半

に
亘
って
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

廣
瀬
可
世
子

都
女
連
会
長
が

関
東
女
性
連
協
議
会
の
会
長
に
就
任

　条例では、自転車に関する事業者の義務・
努力義務が定められています。
　事業者の方は、その義務を守り、従業者が
自転車を安全に利用できるようにしましょう。

　仮事務所へ移転して約3年、待ちわびてい
た八丈町役場の新庁舎が完成しました。町新
庁舎内には事務室、研修室・会議室など全部
で８室からなる、装いも新しい八丈町商工会
を構えることができました。
　業務の開始は町役場が5月7日から、商工
会は連休前半に引っ越しをし、町より一足早
い4月29日からです。
　5月11日には八丈町が主催して落成式典を
開き、これに合わせて商工会主催で2.3トンとい
う量の餅まきを行って町民と一緒に新庁舎の完
成を喜び合いました。餅まきは商工会役員有志
で「餅まき実行委員会」を設立、島内事業者から
協賛金を募り、この寄付により行ったものです。
　商工会ではこれを機に、会員さんの利便性
を図るためにも心を新たに頑張ります。

●自転車通勤する従業者への安全教育
●自転車通勤する従業者の駐輪場所の
確保・確認
●顧客等に対する駐輪場所の確保又は
駐輪場利用の啓発等

●従業者への安全教育
●自転車の点検整備
●事故に備えた保険への加入

「東京都自転車の
 安全で適正な利用の
 促進に関する条例」
が制定されました（平成25年7月1日施行）

全ての事業者

事業に自転車を使う事業者

http://www.seisyounen-chian.metro.tokyo.jp/koutuu/07_jitensha-jourei.html
▼以下の東京都交通安全課ホームページをご覧ください。

八丈町商工会
新庁舎が完成

利便性を図るためにも心を新た

長
に
選
ば
れ
、
就
任
し
ま
し
た
。

　
桜
井
姚
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
会
長
の
後
を
継
い
だ
も
の
で
す
。
廣
瀬

会
長
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
関
東
女
性
連

協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連

合
会
会
長
が
五
月
十
四
日
、
東
京
・
内
幸

町
の
航
空
会
館
で
開
か
れ
た
関
東
ブ
ロッ
ク

商
工
会
女
性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
の
平

成
二
十
五
年
度
通
常
総
会
で
協
議
会
の
会

▲都女連　第３１回通常総会

条例の詳細は

第
31
回
通
常
総
会
を開
く

会員
さんの
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　商工会さんとは創業の時からの付き合い。もう20年と
なる。
　個人事業主としては商工会に入ってサポートをしても
らうというのが当たり前と考えてきた。事業を始めたころ
は何も分からずに勢いだけで始めたわけですから。
　やはり、色々、アドバイスをいただきながら一番、頼る
べきところかなと考えている。最も期待したのは商売で
一番、大事な記帳の部分。会員になったのも税務的な
ことでの色々、指導を受けたいということでした。
　期待通りに近い存在でいてくれている。経理・管理
をしている妻が次から次へと指導員さんに質問をするの
ですが、それにちゃんと答えて指導をしていただけてい
る。融資面でも労働保険でも世話になりました。
　『まず、何かあった時は相談するのは商工会さん』と
ウチでは要は、とりあえず商工会に聞いてみようというこ
とにしている。以前にも売掛金を回収できなくて声を掛
けたところすぐに対応をしてくれ、一部は解決ができた件
もある。このように相談に簡単に乗ってもらって期待にも
こたえてもらっている。
　商売をしていく上で小さなトラブルというのは付き物。
さらに、さらに相談が簡単にできるようになってもらえれば
有り難い。商工会さんには本当に助けられている。何
でも聞いて、何でも頼っちゃうから、だから良いのかなと
思っている。
　ただ、残念なのは商工会を知らない人が割といること
だ。声を掛けると『そういうのがあるのですか』という声
が返ってくる。

　空調設備の工事、保守、点検、修理を行っている。事
業を始めたのは今から20年前の平成５年。サラリーマ
ンから独立して個人として始めた。総じて右肩上がり
で伸び、今では前期で大よそ5億5千万円を売り上げ
るまでになっている。栗原社長は「『出来ない』というの
が嫌い」と話す。
　強みは機動力と技術力だ。「会話や技術力から皆が
尻込みをする」米軍基地の仕事も手広く手掛ける。取引
先には高砂熱学工業、新菱冷熱工業、セコムなどの大
手が並ぶ。後継についても今から目を向け、思いを色々
と巡らす。
 目標は社長が60歳と還暦を迎える10年後までには
さらに、さらに事業を広げ、数倍へと売り上げを増やし
ていくことだ。

●住所：東京都あきる野市
　　　 草花1441-4
●ＴＥＬ：０４２-５３２-７４２５

　伸びているところは少ない中でネオテックさんはほぼ右
肩上がり。「できないというのが嫌い」、紹介が紹介を呼ん
でいる、謙虚、長期的なところにも目を向けているなどネオ
テックさんのやり方は他の会員さんへの参考として逆に情
報提供になる。

強みは機動力と技術力

躍進の要因は
逆に会員さんへの情報提供に

経営指導員

舩木 一男 あきる野商工会課長補佐

私と
商工会

vol.1

会社プロフィール

から
一言

まず、何かあった時は
相談するのは商工会さん
ネオテック  代表取締役
栗原 祥一郎 氏
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大特集

E V E N T

▼

月 月8 9 多摩・島しょ地域のイベント
Part 51

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問い合せ先

月
８

１日（木）～
９月１日（日）

小笠原サマーフェスティバル
（小笠原村） お祭り広場　他

JAMMIN（野外ライブ）、シマアジ放流、ウミガメ
放流、盆踊り、野外映画会、星空観望会、フラオ
ハナ（小笠原フラの祭典）、News ボニンタイム（島
情報をニュース形式で公開番組風に行うイベン
ト）、ビーチバレー等

小笠原サマーフェスティバル実行委員会
04998-2-2587（観光協会内）

３日（土） 大賀ハス観蓮会
（羽村市）

根がらみ前水田大賀ハス植栽地
（羽村市羽中４丁目）

根搦み前水田では、約 2000 年前のハスの実から
咲いた大賀ハス（古代ハス）が、７月下旬から８
月上旬にかけて大輪の花を咲かせます。
観蓮会では、葉にそそいだお酒を茎から飲む荷葉
杯のほか、野点を行う予定です

羽村市農業後継者クラブ　
問い合せ先：羽村市産業課　
042-555-1111（代）

３日（土） 第11回 あきる野夏まつり（あきる野市） JR秋川駅北口駅前大通り周辺 模擬店、流し踊り、神輿・囃子パレード、各種ステージショー あきる野夏まつり運営委員会　
042-558-1893（あきる野市観光商工課内）

３日（土）～
４日（日）

第41回 昭島市民くじら祭
（昭島市） 市立昭和公園

昭和公園陸上競技場をメイン会場として開催。ステー
ジでのショーや模擬店。土曜日は夢花火、日曜日は昭
島駅からメイン会場までのパレードを行う

昭島市商工会・昭島市民くじら祭実
行委員会
042-543-8186

８日（木）～
11日（日）

第63回 福生七夕まつり
（福生市）

福生駅通り及び銀座通りの
商店街・福生駅西口広場・
福生市役所丘の広場特設ス
テージ

・福生駅西口を中心に七夕飾りが彩る　
・市役所通りに市民模擬店が出店（開催期間の土・日）
・七夕織姫コンテストや各種イベントの実施

第 63 回福生七夕まつり実行委員会
042-551-1699

10日（土） 第40回 とうろう流し（あきる野市） リバーサイドパーク一の谷 約800基のとうろうを清流秋川に奉流し先祖の供養を行う あきる野市観光協会秋川支部
042-558-1893（あきる野市観光商工課内）

10日（土） 第４回 五日市百日紅
（サルスベリ）まつり（あきる野市） 五日市地域檜原街道沿い

街道沿いの百日紅樹木のライトアップ、流し踊り
他各種イベント（ライトアップは８/1( 木）～９/
８日（日）予定）

五日市活性化戦略委員会　
042-588-5178
（あきる野市観光まちづくり活動課内）

10日（土） 観音様の夜店（新島村） 観音様境内下 新島の夏の風物詩。金魚すくい、かき氷、ご当地
グルメ「赤いか焼きそば」も出店します

新島村商工会
04992-5-1167

10日（土）～
11日（日）

第34回 伊豆大島夏まつり
（大島町）

大島町元町　
元町港及び仲通り

10 日：花火大会　元町港桟橋より 1,000 発　
10 日、11 日：縁日　仲通りに 55 店舗の屋台　
イベント盛り沢山

大島町商工会
04992-2-3791

15日（木）～
17日（土）

第27回 大島親善野球大会
（大島町）

大島町内
小中学校グランド

東京都・千葉県・神奈川県・静岡県より強豪チー
ムが熱戦を繰り広げる

大島観光協会
04992-2-2177

17日（土）～
18日（日）

第46回 三鷹阿波踊り
（三鷹市） 三鷹南口駅前商店会 阿波踊り 三鷹阿波踊り振興会

0422-49-3111

17日（土）～
18日（日） 払沢の滝ふるさとまつり（檜原村） 払沢の滝、檜原小学校周辺 日本の滝百選「払沢の滝」等のライトアップ、郷

土芸能、村特産品販売、花火
檜原村観光協会
042-598-0069

17日（土）～
９月1日（日）

清瀬ひまわりフェスティバル
（清瀬市）

清瀬市下清戸３丁目石井
ファーム等

石井ファーム等所有の農地約２万４,000㎡にひま
わり畑が出現します。ひまわり観賞と清瀬産野菜
の直売等

清瀬市、農ある風景を守る会
042-492-5111

24日（土） きよせひまわり市（清瀬市） コミュニティプラザひまわり 取れたての清瀬産野菜や果物をはじめ農業者と商
工業者の販売イベント

きよせひまわり市実行委員会
042-491-6648

24日（土） 第17回 みずほサマー
フェスティバル（瑞穂町） 瑞穂町役場西側通り 流し踊りコンクール、模擬店、武州唐獅子太鼓ほか 瑞穂町観光協会

042-557-3389

24日（土） 第35回 記念武蔵村山市
観光納涼花火大会（武蔵村山市） 野山北公園運動場

2,048 発の花火が夏の終わりの夜空を彩ります。
また、午後 2時よりステージ上ではダンスなどの
イベントもあります

武蔵村山市商工会／武蔵村山市商工
会青年部
042-560-1327

28日（水）～
9月1日（日）

JPSA ALL JAPAN PRO
（新島村） 羽伏浦海岸 プロサーフィン大会 新島村産業観光課

04992-5-0240

31日（土） 第11回 ヨルイチ
（あきる野市）

JR 武蔵五日市駅前から小中
野地区の檜原街道沿い他

歴史と伝統の五日市の懐かしい市。人力車・ヨルイ
チバスの運行、あかりスタンド、和のイベント

ヨルイチ実行委員会　
090-3137-3901

31日（土）～
9月１日（日）

第25回 インターナショナルフェア
（福生市） 国道 16 号線沿線商店街周辺 米国空軍太平洋音楽隊の演奏を含め、国際色豊か

なイベントの実施・模擬店の出店
福生市商工会
042-551-2927

月
９

７日（土） 第12回 稲城阿波おどり大会
（稲城市）

弁天通り・ランド駅北通り・
京王よみうりランド駅前広場 招待連・地元連が阿波おどりを披露します 稲城市商店会連合会

042-377-1696

13日（金）～
15日（日）

国体ビーチバレー大会
（新島村） 新島スポーツ広場 全国から予選で勝ち上がった 32 チームが参加し

ます
新島村教育委員会
04992-5-0240

15日（日）～
16日（月・祝）

第58回 調布市商工まつり
（調布市）

調布市庁舎前広場、調布市
文化会館たづくり（むらさ
きホール・くすのきホール）

びっくり市、PR 展示、ステージイベント、復興
支援コーナー等

第 58 回調布市
商工まつり運営委員会
（調布市商工会内）042-485-2214

21日（土）～
22日（日）

第13回 はむらふるさと祭り
（羽村市） JR 青梅線小作駅東口周辺

小作駅東口が、よさこいソ－ランを始めとしたさ
まざまな踊り、和太鼓演奏等で盛り上がります。
会場では、焼きそばやたこ焼き、おもちゃ等の模
擬店も並びます

はむらふるさと祭り実行委員会
問い合せ先：羽村市産業課　
042-555-1111（代）

28日（土） 式根島マラソン大会（新島村） 式根島内 男女個人戦は 6kmと 12㎞。３人で走る駅伝リレー
は18㎞。他に親子で走るマラソン 6kmがある

新島村産業観光課　
04992-5-0240

29日（日）～
10月1日（火）

第68回 国民体育大会正式（相撲）競技
（大島町）

東京都立大島高等学校
体育館

47都道府県の代表 470 名が個人戦、団体戦でトーナ
メント戦式で優勝を決定する

大島町役場国体対策室
04992-2-0035
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